
投資信託の商品の選び方
（投資対象）
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その中から自分が運用する商品を選ぶのは・・・
無理ではないか？

Amazon

フランス ソニー

◆投資信託の商品の選び方（投資対象）

※うち、つみたて投資枠で買えるものは300本

世の中に約6,000本あります！
そもそも投資信託は
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※出典：MYインデックス

Amazon

インド

フランス ソニー

Google

◀袋の中身が

　アメリカの企業のみ！

◆投資信託の商品の選び方（投資対象）

代表的な投資信託は
S&P500（アメリカ企業500社の株価の平均値）

選択肢その①：アメリカ株式の投資信託
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◆投資信託の商品の選び方（投資対象）

先進国で唯一人口が増加しているのがアメリカ。
人口が増加している国は、経済が成長します！
とくにここ10年はアメリカの一人勝ち！

今後もアメリカがずっと世界の中心！

と考える人は、アメリカ株への投資がオススメ！

選択肢その①：アメリカ株式の投資信託
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◆投資信託の商品の選び方（投資対象）

選択肢その②：全世界株式の投資信託

一方で、わたしたちの「出口」

解約するタイミングは教育費や老後など、15年以上先の話
その時までずっとアメリカ優位が続くか…自信がないなぁ…

そんな方は全世界に分散した投資信託がオススメです！

もしかしたらビットコインが世界の通貨になっているかも！？
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アメリカ60％
そのほか40％

◆投資信託の商品の選び方（投資対象）

全世界と言いながら６割はアメリカの株式。

だからアメリカの成長は取り込める！

インドが世界の中心になればインドが６割になる？

選択肢その②：全世界株式の投資信託
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もしアメリカ株に怪しい影が見えたら、商品を変更する！

（例：S&P500を売却して、インド株に切り替えする）

それができる方はアメリカ株でOK！

経済ニュースで学ぶのが難しい…できる限りほったらかしたい！

そんな方は全世界株でOK！

◆投資信託の商品の選び方（投資対象）

まとめ
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